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会長あいさつ 車いすを楽しむ会会長牧野泰明

年会費

皆さんこんにちは
2025年も早いもので半分が過ぎま
した。気候の変化で体調はお変わ
りないでしょうか？これから本格的
に暑さが厳しくなってきますので、
どうぞご自愛ください。そんな私
は、暑さが苦手で夏本番を前にす
でに夏バテ気味です。
先日、長久手市にあるジブリパー

クに出掛けてきました。パーク内周
遊バスには乗らず、パーク内に点在
するエリア間の移動は自走で移動
し一日かけて見て回りました。
ハウルの城内は車いすでは入る事
は出来なかったですが、近くまでは
行けたので世界感にどっぷりと浸
る事ができました。その他にも行
ける場所、行けない場所はありまし
たがとても楽しかったです。ジブリ
の大倉庫やもののけの里、魔女の
谷などの有料エリア以外にも、無

料エリアも楽しむ事ができまし
た。公園内のベンチある「ジブリの
忘れ物」というジブリのオブジェを
探して歩き、その作品名は何かなど
と話しながら楽しい散歩になりま
した。公園内に居る時には感じな
かったのですが、帰路の車中では
程良い疲労感がありました。そりゃ
そうですよね。一日中屋外で動いて
いたのですから…
　さて、振り返りにはなりますが、4
月には春の遠足で豊橋市二川本陣
資料館へ行ってきました。豊橋市に
住んでいながら歴史を知らなかっ
たので、資料館職員の森田先生か
ら分かりやすいお話を聞いて、
「へぇー」「なるほど」「そうなん
だ」と大変勉強になりました。
　6月には総会も終わり、企画の部
では近畿日本ツーリストの伴流高
志氏を講師にお招きし、講演会を

行いました。伴流氏の探究心と行
動力には驚き、感銘を受け、大変心
が躍るお話でした。
こうした一つひとつの活動が、参加
者同士のつながりを深め、会の新
たな可能性を広げてくれたと実感し
ております。今年度も、より多くの
「楽しい」を皆さんと共有できるよ
う努めてまいります。
今後ともご協力、よろしくお願い致
します。
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毎年恒例の「楽しいBBQ」実施します。みなさんのご参加お待ちしております！

2025楽しい遠足
二川本陣資料館 2025.4月6日

町全体から当時の雰囲気が感じられ、当
時の様子が目に浮かぶようでした。（中
略）着物を着せて頂きとても嬉しかった
です。着物の後ろが着やすいように工夫
されていて、車いすに乗っていても着る
ことができ、とても嬉しかったです。
依子さん

本陣や蔵カフェの間に上がるとき、障が
い者の会員の方をみんなで協力して手
伝って上げることができて、正に「心のバ
リアフリー」だなと思いました。　良浩さん

何回か訪れていましたが、解説付きでは
初めてだったのでとても楽しく見学でき
ました。いつもはスルーして見落としがち
なところも丁寧に解説して頂いたり、当時
の暮らしぶりなどもまるで情景が浮かぶ
ような解説でわかりやすかったので今後
もこういう機会がありましたら解説付き
でまわってみようと思いました。
参加させて頂きありがとうございました。
優子さん

二川本陣資料館へは何度か来させて
頂いていました。今回は説明をして頂

き、見学できたので新たな気付き
ばかり。とても楽しめました。
着物も羽織らせて頂き、さらに楽
しめました。車いすもみなさんで
担ぎ上げてくださり、ありがとう
ございました。感謝です。
綾子さん

初の二川本陣資料館。建物の歴史が現
在の元になっていると感じる一日でした。
森田さんの案内も学生の頃を思い出す
空気感に癒され、ほっこりしました。
孝道さん

初めて来ました。森田先生の解説を伺い
ながらの見学はあっという間の時間でし
た。街道の作りや、大名の宿も位の高い
方と低い方では違うということ、宿の部
屋の作りを知ることができ楽しく学ぶこ
とができました。　なみさん

2025年4月6日(雨予報でしたがなんと晴れた日曜日)
昨年の豊橋美術博物館に続き、今年の遠足も豊橋
の文化を堪能する企画になりました。二川宿本陣
で元教員(社会科の先生)の森田さんに解説をお願
いして資料館など館内を案内していただきました。
軽妙なお話の展開に参加者からもたくさん質問が
出ましたが、その答えにもまたみんななるほどと二
百年前の世界に思いを馳せていました。その後希
望者は向かいにある商家駒屋さんの蔵を改装して
作られたかふぇこまやさんで昼食をとりました。昨

年の豊橋美術博物館に続き専門家の方の解説をお聞き
しながらの見学は参加者の皆さんにも好評で充実した時
間になりました。



　鬼祭りを翌日に控えた2月10日の午
後、車いすを楽しむ会の法人会員である
㈱エフエム豊橋（以降は愛称である「や
しの実エフエム」と表記）本社の「ココラ
スタジオ」に、宮副幸子・木内寛紳の両
副会長と会計 榎澤眞穂さん、そして会務
の私 青木の4人で伺いました。きっかけ
は、やしの実エフエム 山本鉄秀社長と私
が年初のある会合で久しぶりにお会い
した事でした。かねてより法人会員とし
てバリアフリーへの取り組みについてお
話をお伺いしたい旨を話してご相談し
たところ、すぐその翌日に営業の方から
私に連絡が入りました。早い！
　『お世話になります。ぜひ車いすを楽
しむ会をやしの実エフエム番組内でご
紹介しますので、日程調整をしましょう。』

ん？楽しむ会がやしの実エフエムさんを
取材しようと思っていたけれど…でもこ
れは、地域社会に楽しむ会の事をPRする
チャンス！と考え、宮副副会長をはじめ4
人ワンチームでパーソナリティとの対話
を通じて楽しむ会をPRし、同時に希車倶
楽部でやしの実エフエムさんを法人会員
として「逆取材」することになりました。
　午後3時半からの「生放送」に備え、15
分前に4人がスタジオに集合。営業の
方、そして進行してくれるパーソナリティ
「ちゃわむー」こと山内誠子さんと名刺
交換する中で、木内副会長と榎澤会計
は初めて『これから生放送に出演する』
ことを知りました。にわかに走る緊張感！
　ちゃわむーさんからまずは、車いすを
楽しむ会の名前が意図するところ・設立
からの歩みについて問われました。宮副
副会長と私からこのように説明しました。
◆設立当初は「車いすの生活を考える
会」。21世紀に入り、『考える段階から、
積極的に外へ出て活動し、その姿を見
てもらおう』と活動の方向を変えた
◆会員は障がい者と「障がいに関心の

ある健常者」。外に出て活動するとバリ
アフリーが整備されていなくて不自由
な面もあるが、みんな自分事として考え
工夫して時には助け合って、障がいの
ある無しを意識せず活動を続けてい
く。そんな私たちの姿を会の名前にあ
る『楽しむ』という言葉に凝縮させた。
　続いて木内副会長へ、入会したきっ
かけについて質問がありました。最初
は家族と一緒に会の活動(春の遠足)に
参加し、徐々に自分一人で参加するよ
うになっていく中で、会員の方々が『他
の人のために何かをする』姿を見て、自
分も同じようにやっていきたいと思っ
て活動を続けていることを、丁寧に振り
返ってくれました。
　会計 榎澤さんの活動のきっかけは、
楽しむ会BBQに法人会員である大木家
さんの社員として参加したことで、以後
は忘年会・春の遠足など他のイベントに
も積極的に参加しています。そして何よ
り、たくさんの練習を積んだ後ホノルル
マラソンにチャレンジし、10kmを頑張っ
て見事に完走した思い出と達成感を、

～地域の身近な『音で伝える』メディアとして～　法人会員 エフエム豊橋様の取り組み
臨場感たっぷりに話してくれました。
　その後、日常生活の中でバリアフ
リーがもう少し進めば…という点につ
いて、話しました。
・スロープの勾配が車いすには大きす
ぎることが多い
・エレベータの「開延長」ボタンがもっ
と普及するといい
・駐車場で、障がい者用スペースに健
常者が駐車してしまうケースが多い
　特に駐車場の障がい者用スペース
の問題について、「なぜ特別に両幅の
広い駐車スペースが必要なのか」を理
解すれば誤った使われ方はされなくな
る。その「なぜ」を想像できるようにな
る人が増えていくためにも、福祉教室
を通じて障がいについて小中学生とい
う若い世代に伝えていることを、話しま
した。木内副会長・会計　榎澤さんが
一人の障がい者として、車いすを楽し
む会の活動の関わりを自分の言葉で
実感を持って伝えることができました。
　生放送が終わった後、私たち4人は
この機会を作って下さったやしの実エ

フエム営業の川岸さんと30分ほどお話
ししました。そこでようやく「逆取材」開
始！改めて、同社のバリアフリーへの取
り組みについて、お伺いしました。
　『ラジオは通勤・通学・家事・何かの
作業中など日常生活の中で「ながら」で
も聴けて、災害時には貴重な情報源と
もなり、放送側が肉声で情報を伝えら
れるメディアです。パーソナリティと視
聴者の距離感が近く、特定の話題を掘
り下げて伝えやすい特徴があります。
　特にコミュニティFMは、パーソナリ
ティ・出演者が視聴者の知り合いであ
ることも時々あって、地域社会とのつな
がりがより深いです。
また、ラジオは音声だけで伝える「聴き
手の想像力に負う」優しい伝え方のメ
ディアです。例えば、自分や家族の障が
いの有り様をあまり見せたくないけど
伝えたい人にとっては、自らについて発
信する手段としてあまり緊張せずに伝
えることができます。
今日ご紹介いただいた、車いすを楽し
む会が取り組まれている「心のバリアフ

リー」の活動についても、やしの実エ
フエムはコミュニティFMの地域社会
におけるリスナーとの距離感の近さ・
聴き手の想像力に負う優しい伝え方
によって、肩ひじ張らずコツコツと発
信することができると思います。』
終始にこやかに、とても分かりやすく説
明して下さるその語り口は、正にラジオ
の優しさそのものだなぁと感じました。
やしの実エフエムを後にしてしばらく
すると、車いすを楽しむ会の会員の
方々から「生放送、聞きました！」「みん
な、素敵でした」「聞き逃しちゃったー」
など、いろんな声をいただきました。
生放送への出演という緊張感に始
まった今回のPRと取材活動でしたが、
改めて広い意味でのラジオの『楽し
さ』を実感し、ホッコリとした気持ちに
なりました。
川岸さん、有難うございました。
やしの実エフエムの皆様、これからも
車いすを楽しむ会の法人会員として宜
しくお願い申し上げます。
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6月22日(日)午後1時から『さくらピア』
で令和6年度定時総会が開かれ、17人の
会員が出席しました。(委任状14会員、合
計31名で会員総数の過半数に達し、総会
は公式に成立しました。)
<総会の部：牧野会長１年目の振り返り
と2年目の目指すところ>
　総会に先立ち牧野会長より『会員が楽
しく触れ合い対話・交流できる会の運営
に努めてきました。また、インスタグラム
の開設・プール運動会への参加など新
しい活動にもチャレンジすることができ
ました。』と、ご挨拶をいただきました。
　その後、昨年度活動実績・本年度活
動計画(案)を青木会務、昨年度会計・本
年度予算(案)を榎澤会計が報告し、原
案通り承認されました。新体制の下で
定例会改め交流会には会員以外の方
も参加されて懇談できたこと・福祉教
室を開いた牟呂小学校では後に「感謝
する会」へ招かれたこと・ホームページ
を適宜更新し新たなリンク先につなげ
たことなどを会として共有できました。
<企画の部：伴流高志氏講演「旅をした

い、やればできる！」>
　午後2時からは会員以外の方も聴講
できる講演会が催され、会員と合わせ
て総勢40人以上の聴衆で会場はほぼ
満席となりました！
　近畿日本ツーリストの社員として
1997年より障がい者とそのご家族の旅
行に28年間携わってきた伴流さんは、
講演タイトル中の「やればできる」という
言葉通り、障がい者の方が希望するパッ
ケージツアーの企画に壁が立ちはだか
るたびに、自らの努力で突破しツアーを
実現されてきました。例えば、ホノルル
マラソン参加ツアーの企画はまだ暗い
早朝の時間のスタートだから危険とい
う理由で、最初は社内で却下されたそう
です。そこで伴流さんは実際に個人でホ
ノルルマラソンに参加し、ヘルメットを
着用した上で車いすにライトを装備す
れば安全面はクリアできることを証明
し、ツアーの企画の承認を得ました。「困
難な状況・条件があれば、努力・工夫を
して乗り越える」この信念と行動からは、
正に車いすを楽しむ会が目指す『障が

いの有る・無しを越えて前向きに楽しく
生きていく』姿勢を強烈に感じました！
こうして他にもパルテノン神殿(ギリ
シャ)・マチュピチュ(ペルー)・ベニスの
ゴンドラ(イタリア)・象に乗る(タイ)・敦
煌・四国八十八か所お遍路などで数々
のバリアフリーパッケージツアーを実現
できた実績を、アツい思いと共に語って
いただきました。特にマチュピチュ旅行
では、足元が階段など障がい者は歩け
ないところだらけなので、障がい者1人
に添乗員スタッフが2人付いて、車いす
と一緒に添乗員がずっと背負って移動し
たそうです。来ていたTシャツは脱いで
絞ると汗が濡れ雑巾のようにボタボタ
落ちるほどだったそうで、旅行が無事終
了したときにはスタッフ一同で泣いて感
激したと語ってくれました。
　その一方で近畿日本ツーリストは、と
もすると高齢を理由に旅を70歳の時点
で諦めてしまう方々が多い状況に注目
し、健康寿命の期間である75～80歳ま
で楽しんで充実した人生を楽しめる旅
行を企画し広めていこうという「旅と人

生の出口戦略」を持っているそうです。
伴流さんが企画・実行されるこのツアー
にも、旅行会社としての営業戦略の一面
もあるのだと感じました。(ちなみに行先
は、ヨーロッパが人気だそうです)
　その伴流さんは今、9月に東京で開催
される世界陸上のバリアフリーツアーを
企画・準備されています。新国立競技場
のバリアフリー席は、荷物置き場になる
ことも多いそうです。そんな現状に「や
ればできる！」というアツい気持ちで挑
む伴流さんの姿とお話に、楽しむ会とし
て今後の活動に臨む背中を押していた
だいた気がしました。

参加者は障がい者本人障がい者の家族や福祉や医療関係のお仕事をし
ている人も多く、掲載させていただいた方だけでなくみなさんユニバーサ
ルツーリズムの試みに希望を持たれたものが多く今回の感想文は私たち
の活動の中でも活かしていきたいと思います。

四国八十八ヶ所巡拝のお話を聞いて、そーいえば二十代の旅行は行けるから
予定するのではなく、行きたいから行くだったなあと想い出しました。行くために
はどうしたらいいのかを考え、行動された伴流さんの行動力、感心しました。そ
して嬉しかったです。話しを聞いている主人の顔を見ていると楽しそうで、きっ
と旅をしたい！と思っているだろうと思いました。旅行に行きたくなるお話しを聞
く機会をありがとうございました。（主人・電動車いす）　たかたかさん

重度知的障害を伴う自閉症の子どもを育てています。どこへ行くにもすぐ興奮
し叫んでしまう為いつも車（自家用車）での移動を余儀なくされ、親がへとへと
で旅を楽しみたいのに中々楽しめません。こうした取組がある事を今回初めて
知ったので今後はこういった機会があることが心の支えにもなり、旅も子ども
も親も楽しめるかもと希望がもてました。今回「行きたい所へ行く！」という言葉
もものすごく心に響きました。参加できて本当によかったです！　FUJIさん

ホノルルマラソンで車いす参加の「前例を作った！」にヤル気を感じました。バ
リアフリー化は日本が世界一とは驚きました。「海に入れた事が嬉しかった！」は
新しい発見でした。　修次さん

困難な事が発生するとガゼン燃えて実現するという伴流さんの姿勢が宮副さ
んと重なり、楽しくお話を聞かせて頂きました。どんな状況の人でも、どんな所へ
も「行きたい！」と思ったらその思いが叶う素敵なツアーという事が良くわかりま
した。　妙子さん

障がいがあっても自分らしく生きるという言葉がすごく印象に残りました。
行ってみたい所があったりするけど難しいと感じる前にユニバーサルツアーに
参加してみたいと思いました。　眞穂さん

たくさんの思いのこもった感想文をありがとうございました。


